
都市再生整備計画（第２回変更）
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 377.0 ha

平成 １９ 年度　～ 平成 ２１ 年度 平成 １９ 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ Ｈ１７ Ｈ２1

回／年 Ｈ１７ Ｈ２1

件／年 Ｈ１７ Ｈ２1
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計画期間 交付期間 ２１

 　【防犯・防災体制強化による、安心と安全の地域づくり】

　　　　目標①　：　安心ネットワーク形成による、自主防犯システムが構築されたまちをつくる。
　　　　目標②　：　防災拠点を中心とした、地域コミュニティーの強固なまちをつくる。

　◎平成１６年度
　　　・「玉村町安全・安心まちづくり推進協議会」が発足。「南小学校」周辺で防犯組織を設立し､地域防犯について協議する。
　　　・小学校PTA、教員による下校時のパトロール実施。同時に「安全・安心パトロール隊」による巡回。
　　　・小学校区ごとの「防犯、交通安全組織」が設立された。
　◎平成１７年度
　　　・区長、役員等、自治組織による防犯パトロールの開始。
　　　・防犯キャンペーン　「玉村町　安全・安心まちづくりｉｎサマー2005」を開催し、地域住民の防犯意識喚起。
　　　・「群馬県立女子大」前にパトロール詰所を設置し、防犯組織の活動拠点として活用。
　◎平成１８年度
　　　・防犯キャンペーン　「玉村町　安全・安心まちづくりｉｎサマー2006」開催予定。

　【通学路ネットワークの構築と防犯意識を共有した地域づくりが急務である。】

　・玉村町は、周辺都市（前橋市、高崎市、伊勢崎市）のベッドタウンであり、核家族やアパート居住者が多い。特に本地区はスプロール型の住宅地が多く、「昼間家にいない」「隣同士の親近感が薄い」等、コミュニティーが形成しずらい地域性がある。
　・地区内には「玉村小」「南小」「南中」等の教育施設があるが、小学校区が入り組み、通学路が細街路内で錯綜している｡このため、防犯灯の設置が不十分で、下校時の児童を対象とした、犯罪発生危険度が極めて高い。
　・現在、学校や保護者、地域自治会等による防犯ボランティア組織が「防犯セミナーの開催」や「通学路の見回り」等の活動を行っているが、資金不足等から、統一された全域的活動が困難な状況にある｡

　【防犯、防災インフラ（防犯灯、避難拠点）と住民活動の連結により、子ども達が安全に育つまちをつくる】

　・地域住民が主体となった、犯罪と災害につよいまちをつくる。
　・都市災害に備え、避難拠点の充実したまちをつくる。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

６０

防 犯 セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 開 催 数 　地域コミュニティーを中心とした自主防犯意識の向上 　日常生活での防犯意識を共有した、地域コミュニティーを形成する｡ ３ １２

防 犯 に 対 す る 満 足 度 　地域の防犯・防災に対する満足度 　防犯・防災インフラ整備による、地域の安全性の向上 ３５

０犯 罪 発 生 件 数 　未遂を含む犯罪発生の撲滅 　犯罪の撲滅を図り､子ども達が安全に育つ住環境を形成する｡ ５



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
　
　◎　交付期間中の事業管理について

　　　・交付期間中の円滑な事業管理のため､関連部署との連携に努め､事業進度管理や事業効果の評価について、定期的な協議を行う｡

　◎　事業期間終了後の展開

　　　・本整備計画の終了後についても、継続的な防犯・防災まちづくり活動の推進に努める。特に、より自主的な啓発活動を展開するまちづくり組織の育成を目指す｡

方針に合致する主要な事業

　◎　安心ネットワーク形成による、自主防犯システムを構築されたまちをつくる。

　　・錯綜する通学路を再編し、防犯施設が充実し、地域組織と連携した「通学路ネットワーク」を構築する｡
　　・日常生活において、より自主的で広範囲な防犯意識の浸透と実効性を高めるため、現在複数ある防犯組織の一体的化させた「防犯まちづくり組織」 の
　　　運営を支援する。

　・提案事業　：　地域創造支援事業　「玉村小・南小周辺地区防犯・防災ﾈｯﾄﾜｰｸ形成事業」
　・提案事業　：　まちづくり活動支援事業　「玉村小・南小防犯まちづくり委員会」活動支援 」

　◎　防災拠点を中心とした、地域コミュニティーの強固なまちをつくる。

　　・地域の防災拠点となる「下新田公園」を整備し、地域防災コミュニテイー核として位置付け活用する｡
　　・現在、災害時の避難施設に指定されている「玉村小体育館」は、耐震補強工事を施し､より長期の活用を図る｡
　　・防災訓練イベント実施事業として、「東毛広域幹線道路」の本線用地を整地し、実施会場として活用する。

　・基幹事業　：　公園　「下新田公園整備事業」
　・基幹事業　：　地域生活基盤施設　「玉村小学校体育館耐震補強改修事業」
　・提案事業　：　地域創造支援事業「防災訓練イベント実施事業」



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 玉村町 直 965㎡ 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 30 30 30 30

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 玉村町 直 鉄骨造2階/延1150㎡ 平成20年度 平成21年度 平成20年度 平成21年度 107 107 107 107

高質空間形成施設 －

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 137 137 137 137 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

玉村町 直 ｍ 平成19年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 15 15 10 10

玉村町 直 ㎡ 平成19年度 平成20年度 平成19年度 平成20年度 10 10 8 8

－

－

玉村町 直 － 平成19年度 平成21年度 平成19年度 平成21年度 5 5 2 2

－

合計 30 30 20 20 …B
合計(A+B) 157

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

10

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

まちづくり活動支援 玉村小・南小防犯まちづくり委員会 3

－

事業活用調
査

－

－

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

玉村小・南小周辺地区
防犯・防災ネットワーク形成事
業

玉村小・南小周辺地区内 5

防災イベント実施事業 東毛幹線道路本線 2

0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

－

玉村小体育館耐震補強改修事業

下新田公園整備事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業主体 直／間
細項目 うち民負担分

67.8 国費率 0.432交付対象事業費 157

事業 事業箇所名

交付限度額



・様式は、Ａ４印刷とすること。




